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No１ 発行 山口県養護教諭会

若葉が青葉にかわるさわやかな季節になりました。皆様お元気でいらっしゃいます

か。連日の健康診断や保健室来室者の対応でお忙しいことと思います。

さて、今年度から「山口県養護教諭会」として、研究団体がスタートしました。

皆さんが「自分たちの会」だと自覚し、盛り上げていただきたいと願っています。

どうぞ、よろしくお願いします。

新役員

会 長 伊藤 敏子 (山口市立 潟上中学校)

副会長 田中 菊代 (山口県立防府高等学校)

副会長 刀祢田喜世江 (下関市立豊田西中学校)

会 計 藤本 恵子 (岩国市立 玖珂小学校)

幹 事 平井 妃富美 (山口県立山口高等学校)

幹 事 鷲﨑 圭子 (山口県立西京高等学校)

― 養護教諭の専門性を見直しませんか ―

今年度の研修計画をお知らせします。みなさんの会費で運営していますので、是非

1 回は参加をしてください。また、会員みんなで、それぞれの学校の実践や情報を共

有し、いっしょにスキルアップをしませんか。

第 1回 平成 19年 7月 2日(月) AEDを用いた救急法について
場所 山口県セミナパーク

平成 19年 7月３日(火) AEDを用いた救急法について
場所 山口県セミナパーク

第 2回 平成 19年 8月 10日(金) 特別な教育的ニーズのある子どもの理解と支援

場所 山口県健康づくりセンター(山口市)
講師 山口大学 教育学部 助教授 松岡 勝彦先生

午前中は講演：午後は幼・小・中・高・養護学校部会＆グループワーク

第 3回 平成 19年１２月２６日(水) 養護教諭の執務（保健室経営について）

場所 山口県セミナパーク

講師 山口保護観察所 保護司 河口 香代子先生

（元 山口市養護教諭）

講義＆グループワーク

平成 19 年度 研修について！！



小学校

山口支部

H１８年度支部の活動 あれこれ・・・。下関支部

１ 研究主題 養護教諭の独自性を生かした実践的研究

―養護教諭としてのスキルアップを目指してー

２ 研究のあゆみ

全体研修 7月 22日（土）～23日（日） 山口市児童・生徒健康教室の運営及び保健指導
全体研修 7月 31日（月）名田島公民館 救急処置 講師 日本赤十字社山口県支部 木村修司先生

ブロック研修・北部 養護教諭を育てる委員会活動 講師 玖珂小学校 養護教諭 藤本恵子先生

・中央 養護教諭に必要な看護知識 講師 山口県立大学看護学部 丹 佳子先生

・南部 学校での応急手当 講師 山口県立総合医療センター看護師 津秋圭子先生

Edu-NET（パソコン）の活用方法 講師 情報教育指導員 石井智子先生

全体研修 2月 13日（火）名田島公民館 今年度の実践・反省及び次年度の方向性
常任理事会 1年間 5回程度、市教研・市学校保健会の企画運営及び県理事（9名で運営）

３ 研究の成果と課題

山口市は幼・小・中・特別支援学校の５３名の会で、昨年度は救急処置について実践的な研修をした。具

体的には、日赤の救急指導員、大学の養成課程の教授、病院の看護師等、講師

を招聘し、さまざまな視点の研修ができた。また、ブロック別の研修は、委員

会活動、Edu-NET（パソコン）研修をし、現代的な課題の研修も意欲的にでき 
た。昨年度は市町村合併により、学校数も増えたため、執務上の課題も多く、 
情報交換をすることによって、情報の共有や課題も少しずつ見えてきた。

今後は課題をあらい出し、養護教諭の独自性を生かした、実践的な研修を意 
欲的に図りたい。

１ 研究主題 「望ましい保健室経営のあり方」 
ブロック別研究テーマ

中南部・・ 保健指導・保健学習に関する研修（１年次） 東部・・ パソコン研修

北部・・ 保健室来室児童への対応について（応急処置）

豊浦・豊北・・小、中学校が連携をもってすすめる性教育

菊川・豊田・・効果的な保健指導・保健学習の資料提供について

２ 研究のあゆみ

（１）全体研修

○ 第１回研修会 6月 23日（金）川棚公民館 講堂・年間行事計画 ・年間研修計画 等
○ 市教研集会 11月 8日（水）桜山小学校 講演「養護教諭が行う保健学習」

講師 山口県教育研修所 一般研修班 研究指導主事 佐々 廣子 先生

○ 第２回研修会 2月 23日（金）下関市菊川ふれあい会館
・年間反省 ・研修のまとめ ・次年度研修について

３ 研究の成果と課題

小学校は市町村合併で広域化して今年度が初めての養護部会となった。ブロック研修については、各ブロ

ックとも主体的に研修に取り組むことができたが、学校数が増え広域化したため、全体会の開催については

時期や会場を考慮し、密度の濃い研修の計画が求められる。また、なんらかの形で小中の連携を図る機会を

作る必要がある。養護教諭への期待が高まっている中、様々なニーズに対応できる養護教諭を目指し、日々

努力し資質の向上を図りたい。


